
お問い合わせ

地方独立行政法人 鳥取県産業技術センター E-mail : tiitkikaisozai@tiit.or.jp

（一社）日本計算工学会 第13回公設試シンポジウム

（地独）鳥取県産業技術センター グリーンものづくり新技術普及事業

デジタル解析技術を活用した課題解決

〜自社のCAE解析技術、うまく使えていますか？

可能性を広げ、効果的な活用と普及を目指そう！〜

2024年11/28(木) 13：30～17：30 

 11/29(金） 9：30～16：00

ハイブリッド開催

米子コンベンションセンター 第7会議室
（鳥取県米子市末広町294）

※オンラインはZoom使用

【ハイブリッド】公設試・大学・企業からの講演、討論会

オンサイト会場

1日目：11/28(木)

2日目：11/29(金)
【ハイブリッド】 CAEベンダーからの講演
【オンサイトのみ】施設見学会、意見交換会

CAX/地域密着型CAEとは何か？
〜人の経験を活かし、対話を科学・促進する新たな取り組みへ〜

主 催 （一社）日本計算工学会
共 催 （地独）鳥取県産業技術センター
協 力 （株）CAEソリューションズ、計測エンジニアリングシステム（株）

サイバネットシステム（株）、（株）JSOL、
Hexagon（エムエスシーソフトウェア（株））、（株）くいんと

後 援 （国研）産業技術総合研究所
実行委員会 （一社）日本計算工学会 地域密着型CAE/CAX研究会

JSCES 地域密着型CAE/CAX研究会 E-mail : M-jipac-contact-ml@aist.go.jp

※ 鳥取県産業技術センターグリーンものづくり新技術普及事業版ポスター

CAE（コンピュータ支援エンジニアリング）は、強力なツールであり

ながら、導入や活用に壁を感じる企業も少なくありません。

今回、日本計算工学会と鳥取県産業技術センターが共催する本シンポ

ジウムでは、「人の経験を活かし、対話を科学・促進する新たな取り組

み」をテーマに、CAEのブラックボックス化や孤立感を解消し、効果的

な活用方法や社内普及を促す事例を紹介し、CAEの可能性や地域密着型

CAEの考え方を共有します。さらに、各種ソフトウェアメーカーが集結

し、さまざまなソフトウェアの機能や活用事例を一度に知る貴重な機会

です。CAE導入のヒントを得る絶好のチャンスとなるでしょう。



11/28（木） 米子コンベンションセンター 【ハイブリッド形式】

13:30 主催挨拶 日本計算工学会 地域密着型CAE/CAX研究会

13:50 共催挨拶 鳥取県産業技術センター

14:00

「岡山県が取り組む磁界解析を活用した企業支援」公設試験研究機関の講演①

勝田智宣 氏（岡山県工業技術センター 応用技術部 精密加工科 科長）
岡山県工業技術センターでは、2011〜2017年の「おかやま次世代自動車技術研究開発プロジェクト」におけるインホイール

モータの開発に端を発して、磁気応用分野の製品開発に必要不可欠な磁界解析技術を習得することができた。プロジェクト終了
後は、この磁界解析を活用して、モータとしては、産業用、小型EV用、扁平形インホイール用、要素部品として、圧粉磁心用金
型、プラスチックマグネット、耐久試験機用磁気カップリング等の開発を県内企業との共同研究で手がけてきた。本講演では、
これらの製品開発事例について報告する。

14:20

「鋳造CAEのための熱的境界条件の計測」公設試験研究機関の講演②

寺山 朗 氏（広島県立総合技術研究所 西部工業技術センター 副部長）
溶融した金属を型に流し込み、凝固させて複雑形状の製品を大量生産できる鋳造においては、CAE（流動凝固解析）を活用し

て製造方案が設計されている。しかし非定常に変化する熱的境界条件（溶湯と型の間の熱伝達係数）を正確に 把握することが難
しく、温度解析精度に改善の余地があった。本講演ではこの鋳造における溶湯と金型間の熱伝達係数測定に取組んだ事例につい
て紹介する。

14:40

「鋳造材料の黒鉛球状化率評価アプリのカスタマイズ支援」公設試験研究機関の講演③

高濱元史 氏（鳥取県産業技術センター 機械素材研究所 システム制御グループ 研究員）
本発表では、当センターの人材育成事業を活用して県内企業の「球状黒鉛鋳鉄（FCD）の黒鉛球状化率の評価」の効率化を支

援した事例を紹介します。NOK株式会社鳥取事業部様では、FCD部品の内製化に向け、自社の自動生産ラインでの量産にも耐え
られる鋳造条件の抽出および量産後の品質管理を効率化したいという要望がありました。そこで、公開されているPythonライブ
ラリなどを活用して技術開発・品質管理の効率化が期待できるアプリケーションを試作しました。また、企業の鋳造技術者が独
自にカスタマイズできるようになるためにプログラミング知識の習得を支援しました。

15:00

「ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀことはじめ 〜FOCUSからｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ/ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ〜」公益財団法人の講演①

高橋太一 氏（（公財）計算科学振興財団 普及推進グループ 担当課長）
兵庫県神戸市を活動拠点とする計算科学振興財団（FOCUS）は、スーパーコンピュータの産業利用を推進すべく2008年1月

に地元経済界と行政によって設立され、2011年4月からは「産業利用向け」と銘打つスーパーコンピュータ「FOCUSスパコン」
の提供を開始しました。
FOCUSスパコンはこれまで450法人以上の企業や学術団体等にご利用いただき、近年ではPC/WSから気軽にステップアップ

できるスパコンとして公設試での活用も全国的な拡がりをみせています。
本講演では、FOCUSの活動概要と「使いやすいスパコン」であるFOCUSスパコンの特長を紹介し、ユーザーの声や公設試で

の活用事例、公設試ならではの利用ハードル等についてお話しいたします。

15:20 休憩

15:40

「CAE分野における大規模言語モデルの活用」企業からの講演

高岸 洋一 氏（㈱コベルコ科研 技術本部 計算科学センター モデルベース解析技術室長）
ChatGPT、Claudeをはじめとする大規模言語モデル（LLMs）の爆発的な進化に伴い、これらを科学的な発見や技術的な進

歩・発明にどのように適用するかが模索されています。本講演では、物理シミュレーション（いわゆるCAE）分野におけるLLMs
の活用について、我々の検討事例を紹介します。自然言語を用いて問題設定、モデルの選定や設計に活用する事例や、応用例と
してモデル構築、計算結果の解釈、改善提案・計算実行のフィードバック・ループを自動で実行するスキームを紹介し、現段階
での適用可能性や限界についても解説します。

16:00

「ゼロスタートからのCAE活用を根付かせ継続活用するヒント」企業からの講演

藤山 周秀 氏（㈱ジェイテクトサーモシステム 理事／商品開発部長 兼 実験解析グループ長）
自身の転職を機に、ひとりでCAEをゼロスタートしたのが2001年。最初は自分の研究開発業務用ツールとして活用し始めま

したが、活用効果が見えるようになってくると、もっと広く社内の技術者が使えるように、普及させてゆきなさい、と言う流れ
になり、現在のCAE専任組織の体制が整ってきました。現在は、業務の仕組みでCAEでの事前検討や設計品質の検証をマストに
することで、CAE活用の継続的持続性が担保されるようになりました。
今回の講演では、そこに至るまでの様々な取り組みの中でも、導入初期のころ、社内の機運を高めるために、CAEの効果を見

える化に取り組み、CAEが市民権を獲得するまでの具体的な取組み事例を紹介させていただきます。

16:20

「これからの地域ものづくりにおけるCAE・計算工学活用のありかた」学会からの講演

佐々木 直哉 氏（立命館大学 客員教授、山形大学 客員教授、産業技術総合研究所 招聘研究員）
これまでの公設試シンポジウム等の活動は、公設試を基盤とした地域連携の第一段階として、情報交換や技術交流（静的）が

主眼であった。しかしながら、ユーザーである中小中堅企業等において、CAE技術の啓発や技術浸透が予想以上に難しいことが
認識されつつあり、これからはユーザーも含めたダイナミックで試行錯誤的な連携・試行（動的）が必要と思われる。そして、
CAE/計算工学をものづくりにおける共通言語とて認知してもらうことが大切である。
本講演では、過去のアンケートを参照した企業におけるCAE活用の現状把握と課題抽出、地域ものづくりにおける新たな方向

性の可能性を支援するCAEや計算工学活用のあり方ついて考察する。

16:40 パネルディスカッション 「CAEは本当に役に立つのか、なぜ大切なのか？－地域密着型CAEの可能性－」

17:20 閉会挨拶（１日目）

公機関事例紹介

CAE普及・浸透ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ

プログラム（1日目）

企業事例紹介



13:30 オンサイト施設見学会 鳥取県産業技術センター 機械素材研究所

意見交換会

16:00 閉会挨拶

見学会

11/29（金）午後 鳥取県産業技術センター 機械素材研究所 【オンサイトのみ】

11/29（金）午前 米子コンベンションセンター 【ハイブリッド】

9:30 開会挨拶

9:35

「広島における中小企業のCAE活用支援活動について」公益財団法人の講演②

安藤誠一 氏（（公財）ひろしまデジタルイノベーションセンター 技術統括部長）
広島県では中小企業がＣＡＥなどのデジタルツールを活用できるよう様々な取り組みを実施している。ひ

ろしまデジタルイノベーションセンターはＣＡＥ活用促進を目的に、２０１７年設立以降、公設試、地域企
業、大学、ベンダー等と連携し、新たな施策を考え、継続的に活動してきた。この支援の仕組み、活動内容
および成果について報告する。
くわえて、初めてＣＡＥなどのデジタルツールに取り組む企業経営者・エンジニアが、答えを生み出す魔

法の道具（１００点）か、あるいは精度が悪くて使えない（０点）の両極端に分かれる誤解を持ちがちな導
入部を、どうクリアするかについての悩みについて共有化する。

10:00

「Ansys製品による先進的な流体解析関連事例のご紹介」CAE/CAX関連企業からの最新技術動向紹介等①

宗髙 大和 氏 （サイバネットシステム㈱ エンジニアリング事業部 メカニカル技術部）
数値流体力学(CFD)の技術は自動車、電気電子、航空宇宙、エネルギー、医療・食品、建築・土木等々、

幅広い分野で活用されています。近年ではさらに適用範囲が広がっており、単純な流れ場の可視化だけにと
どまらず、化学反応、乱流、粒子流れ、構造解析との連成問題と言った複雑な物理現象までシミュレーショ
ンすることが可能になってきています。
本講演では、弊社で取り扱っているAnsys製品を中心として、様々な流体解析の関連事例をご紹介します。

GPGPUによる計算の高速化やAI/ROMといった先進技術を取り入れた事例などについてご説明します。もの
づくりの現場におけるDX推進のご検討の一助としていただければ幸いです。

10:20

「樹脂射出成形におけるデジタルツインとT０量産」CAE/CAX関連企業からの最新技術動向紹介等②

猪島 啓介 氏 （㈱JSOL エンジニアリング事業本部）
スマートマニュファクチャリングのトレンドの中で、デジタルツイン技術をうまく活用し、従来の試作を

解析に置き換えることができれば、製品開発時間を大幅に短縮し、試作レスによる量産が現実的なものにな
ることはご理解いただけるかと思います。しかし、この試作を解析に置き換える為に、解析と実物をあわせ
ることが難しいということが一番の課題かと思います。今回は樹脂の射出成形において解析と実物があわな
い理由と、実成形に近づける為にどのような取り組みが可能なのかを紹介させていただきたいと思います。

10:40

「CAE導入、成功する会社、失敗する会社」CAE/CAX関連企業からの最新技術動向紹介等③

花房 幹治 氏 （Hexagon（ｴﾑｴｽｼｰｿﾌﾄｳｪｱ㈱） D&Eシステムズ事業部 技術本部 営業技術部 ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ）
昨今、DX、デジタルツインなどが言われておりますが、まだまだ中小企業では「実現象をシミュレー

ションに置き換える」という最初のステップが踏み出せていない企業が多く、またCAEが導入されているも
のの、一部の人の専有物になってしまい、社内での価値向上ができていない企業も見受けられます。本講演
ではCAEを導入はしたが、上手く立ち上がらないケース、導入に踏み出せないケース、また逆に上手くいっ
たケースなどをご紹介します。
設計者CAEという言葉が使われ始めて20年以上たちますが、まだ十分に設計者展開ができていないのはな

ぜかという点にフォーカスして、それらの事例およびソフトウェアベンダーからの考えなどをご紹介します。

11:00

「AIのCAEへの応用と設計・解析の効率化技術」CAE/CAX関連企業からの最新技術動向紹介等④

富澤 泰淳 氏（㈱CAEソリューションズ 先進技術推進室 室長）
AI利用の勢いは増すばかりで、その応用範囲は広がり続けています。本講演では、AIのCAEへの応用と設

計・解析業務の効率化技術を取り上げ、AIのCAEへの応用の現状・課題やオープンソースを用いたサロゲー
トモデル作成例をご紹介します。また弊社の取扱製品を用いたCAEの結果からサロゲートモデルを構築する
事例も合わせてご紹介します。

11:20 閉会挨拶（2日目）

公機関事例紹介

お問い合わせ JSCES 地域密着型CAE/CAX研究会 E-mail : M-jipac-contact-ml@aist.go.jp

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター E-mail : tiitkikaisozai@tiit.or.jp

プログラム（2日目午後）

企業内でのCAEの活用状況や課題についてご意見をお聞かせください。ご回答いただいた情報は集計し、後日公開予定です。
他社の事例や利用状況を知ることで、CAE導入や活用に役立つ貴重なデータとなることを目指しています。是非アンケートに
ご協力をお願いいたします。なお、1日目の講演の中でもアンケートについてご紹介予定です。

地域企業CAE活用状況アンケートフォーム

CAE/CAXソフトウェア紹介

プログラム（2日目）


